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申請人から見た電子定款認証の流れ（国及び公証人のシステムのみ）

１ 登記・供託オンライン申請システムを使う方法
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※定款認証と設立登記の同時申請も可能（④で設立登記申請用のデータ等も作成し、⑤で法務局に申請する。認証済電子定
款は定款認証完了後、登記情報システムに送付される。）
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２ 法人設立オンラインワンストップサービス（OSS）を使う方法（設立登記との同時申請が必須）
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法人設立OSSはWEBサービスであるため、PDFへの電子署名
機能はないことから、申請用総合ソフトを使用する。
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登記情報システム認証済定款確認後、
登記を実行する。

法務局への送付は自動
（発起人の手動操作不要）


